
■ 名城大学：学びのコミュニティ創出支援事業

ラーン&アクション・フォー・國酒プログラム

プロジェクト 2017年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2018年1月 2月 3月

１．連続講座【美食とお酒の広場】
　　　中部のお酒と食文化の保全と国内外への普及に関する知恵と実践の 
　　　共有を目指した場づくり 

２．学生WG【チャレンジ！國酒プロジェクト】
　　　学生ワークショップによる「若者や外国人により日本酒を親しん 
　　　でもらうための日本酒製品企画・製造・流通販売」をアクティブ 
　　　・ラーニングにより実践する

３．社会発信【社会提案プログラム】
　　　ワークショップにより整理・立案された企画を専門家、製造者、 
　　　有識者に発表し、フィードバックをいただき、ブラッシュアップ 
　　　を図る

※ 2017年度以降

講座の実施

★年間計6回の連続講座 
・テーマに関連する産官学の多様な講師を招聘し講義を行う 
・第二部で食とお酒の組み合わせについての探求を行う

講座の実施 講座の実施 講座の実施 講座の実施 講座の実施

★社会提案機会と実践ワーキンググループ形成 
・講座やワークショップを通じて立案されたプランの関係者向けの発表機会を設定する 
・関係者からのフィードバックを元により実現可能で効果的なプランへと昇華させ実践ワーキンググループを立ち上げ執行を担う

WS実施 WS実施フリー・アクション／伴走支援期間 
学生が主体となったワークやアクションを促す

ラーニング

ラーニング

活用と還元

★年間計2回（2日間）のワークショップと伴走支援 
・テーマに関連する学生を対象としたワークショップを行い社会提案と実践可能なプランを立案する 
・国際日本酒普及連盟のスタッフがファシリテーションを行い一般学生の参加を募り実施する

社会提案 
公開プレゼン

実践WG 
立ち上げ

宿題を持ち帰り実現可能なものへと昇華※ 連続講座の来場想定者 ＆ 社会提案・公開プレゼンの提言・招聘先（案） 
・政府機関（名古屋国税庁、中部経済産業局、中部運輸局、日本貿易振興機構） 
・地方行政（中部９県の県庁） 
・学術関係者（名城大学の関連学部の教員） 
・民間組織／企業／個人（民間日本酒振興団体・組合、製造者、小売店、流通・貿易、唎酒師等）

製品企画・製造計画・流通販売 
・マーケティングプランを元に次年度へ

2017年度

○企画（製品企画・製造・流通販売・マーケティング）立案 
○実践WG立ち上げ（チームビルディング）

2018年度

○製造 
○１年目の流通販売・マーケティング実践

2019年度

○前年度の検証 
○製造 
○２年目の流通販売・マーケティング実践


